
公益社団法人 海津市シルバー人材センター 

令和７年度 事 業 報 告 

 

シルバー人材センターは、近年の人口減少や少子高齢化が避けられない状況の中、人生

100 年時代を見据え、地域の高齢者が就業を通じて地域社会に貢献し、高齢者の生きがい

や居場所づくりとして重要な役割を担っていることにより、地域の特色や実情を踏まえた

積極的な取り組みを強化していく必要があります。 

令和７年度受託事業の受注件数は、前年度より６３件減の１，０９３件であり、契約額

においては前年度より７，８２２千円減の１３８，５５４千円となりました。また、会員

数については、昨年度は１４名の減でしたが、本年度は昨年度より１８名減し、２６５名

となり減少傾向が続いています。 

労働者派遣事業の受注件数は、１件減の１０件で、契約額においては前年度より７５３

千円増の１８，１１８千円となりました。 

この結果、就業延人員は請負、派遣合わせて２３，６４３人日となり、前年度に比較し

て２，５１４人日減少し契約金額は１５６，６７２千円となり、７，０６９千円前年度よ

り減額となりました。 

 センターを取り巻く環境は、依然厳しい状況にありますが、課題となっている会員の拡

大や就業機会の開拓に引き続き取り組み、センターに求められている役割や使命を認識し

て更に信頼されるセンターをめざしてまいります。 

 以下、令和７年度の事業概要について報告します。 

 

１．事業実績 

区    分 令和７年度 令和６年度 比   較 

（１）会 員 数 ２６５名 ２８３名 △１８名 

 男  性 １５６名 １５８名 △２名 

女  性 １０９名 １２５名   △１６名 

（２）受託事業受注件数 １，０９３件 １，１５６件 △６３件 

 公  共 ４０件 ４５件 △５件 

民  間 １，０５３件 １，１１１件 △５８件 

（３）受託事業契約金額 138,554,203円 146,376,064円 △7,821,861 

 公  共 80,576,137円 82,837,769円 △2,261,632円 

民  間 57,978,066円 63,538,295円 △5,560,229円 

内 配 分 金 114,683,241円 120,578,153円 △5,894,912円 

内材料費等 11,356,836円 12,626,455円 △1,269,619円 

内 事 務 費 12,514,126円 13,171,456円 △657,330円 

（４）派遣事業受託件数 １０件 １１件 △1件 

 公  共 ３件 ３件 ０件 



民  間 ７件 ８件 △1件 

（５）派遣事業契約金額 18,118,176円 17,365,607円 752,569円 

 公  共 4,135,221円 4,730,734円 △595,513円 

民  間 13,982,955円 12,634,873円 1,348,082円 

（６）請負就業延人員 ２１，２３２人日 ２３，７６６人日 △２，５３４人日 

 就業実人員 ２１０人 ２４０人 △３０人 

（７）派遣就業延人員 ２，４１１人日 ２，３９１人日 ２０人日 

 就業実人員 ３０人         ２８人 ２人 

（８）就 業 率    ９０．６％   ９４．７％ △４．１％ 

（９）賛助会員数     １４    １４      ０ 

 

２．実施状況 

（１）普及啓発事業 

  ① センター事業をより深く理解していただくために、広報誌「いきがい」第 22 号

（10 月 1 日発行）を市内全戸に配布するとともに、海津市の広報紙（5 月号、9 月

号、1 月号）に有料広告を掲載、会員募集チラシを市広報紙（8 月）に折り込みし、

新規受注等の開拓と会員の加入促進を図りました。 

    ・ 広報誌発行編集委員会  ８月１日、８月２５日 

  ② ホームページの掲載 

    携帯電話からもアクセスができ、会員募集から仕事の依頼手続き方法までを分か

りやすく表示したホームページを開設しています。なお、ホームページの内容は、

随時更新を行いました。 

  ③ 市内各公共施設にセンターのＰＲ用ポスターを掲示しています。 

 

（２）安全・適正就業の推進 

  ① 重篤事故を二度と繰り返さない為に、就業会員に対して安全意識の高揚や熱中症

対策に努めました。また、安全・適正就業委員会では、巡回パトロールを実施し就

業会員とともに安全保護具等の必要性を再確認しました。 

   ○ 安全・適正就業委員会及び巡回パトロール 

    ・安全・適正就業委員会を４回開催 

6 月 18 日、9 月 17 日、12 月 17 日、3 月 23 日 

    ・巡回パトロールを 2 回実施 

6 月 18 日、9 月 17 日 

 

（３）調査研究 

   発注者に対する意向調査（アンケート）を実施しました。 

    発注者  発送件数 100 件 回収件数 54 件  回収率 54.0％ 

     

（４）就業分野の開拓・拡大 



   より多くの会員が就業機会の提供を受けられるよう、新規事業の開拓及び就業率の

向上を目指しました。 

 

（５）相談・情報提供 

   入会を希望する高齢者を対象にした入会説明会を地区毎に実施しました。また、シ

ルバー人材センター事務局の窓口では、随時、相談者に対して説明を行いました。 

  ・ 平田地区 5 月 13 日、8 月 12 日、11 月 11 日、2 月 10 日 

  ・ 海津地区 6 月 10 日、9 月 9 日、12 月 9 日、3 月 10 日 

  ・ 南濃地区 4 月 8 日、7 月 8 日、10 月 14 日、1 月 13 日 

   （開催場所 平田：こども未来館 海津：ひまわり会館 南濃：ゆとりの森会館） 

 

（６）社会参加活動の推進 

   ・3 月 17 日羽根谷だんだん公園河川敷を中心に会員３９名の参加を得て、ゴミ拾い

等のボランティア活動を行いました。 

 

（７）研修・講習事業 

    ３月２３日歴史民俗資料館を会場に会員２３名の参加のもと剪定安全技術講習会

を行いました。 

      

（８）シルバー派遣事業 

   会員の新たな就業形態の一つとして、シルバー派遣事業を積極的に推進し、事業の

拡大に努めましたが、前年度と比較して受注件数は 1 件減りましたが、派遣延人員は

若干増加しました。 

  ・ 受注件数          10 件 （    1 件 減） 

  ・ 派遣延人員数       2,411 人日 （ 20 人日 増） 

 

（９）要請活動 

   シルバー事業の更なる発展が図れるよう、支援と助成を要請しました。 

  ・ 海津市長及び海津市議会議長への要請活動   8 月 4 日 

     

（10）職業紹介事業 

   公益社団法人岐阜県シルバー人材センター連合会の海津事務所として事業を実 

 施。実績 0 件。 

 

（11）会員の拡大等 

   産業感謝祭におけるＰＲ活動への参加や、広報活動などを通し会員の拡大に努めま

した。また、新規会員紹介等に対しポイントを付与する制度を実施しています。 

 

（12）会議等 

  ① 社員総会 



   ・ 定時社員総会 5 月 28 日に開催しました。 

  ② 理事会 

   ・ 理事会 4 月 28 日、6 月 13 日、9 月 12 日、12 月 11 日、1 月 8 日、 

3 月 13 日 

 （計 6 回） 

  ③ 会計監査 

・ 令和６年度会計分監査     4 月 24 日 

・ 令和７年度会計中間監査    11 月 10 日 

 

  ④ その他主な会議（理事長・事務局長等参加） 

   ・ 岐阜県シルバー人材センター連合会理事会（理事長） 

       5 月 26 日、9 月 17 日、11 月 27 日、3 月 13 日（岐阜市） 

   ・ 岐阜県シルバー人材センター連合会 研修会（事務局長） 

    10 月 24 日（岐阜市） 

   ・ 岐阜県シルバー人材センター連合会 事務局長会議（事務局長） 

    5 月 21 日、8 月 18 日、10 月 17 日、3 月 6 日 

 

＜事業報告の附属明細書＞ 

 

 令和 7 年度事業報告には、「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないので、

公益社団法人海津市シルバー人材センター定款第 43 条第 1 項第 2 号に規定する事業報告

の附属明細書は作成しない。 

 

 


